
４
月
13
日
に
庄
原
市
長
選
挙
が
行
わ
れ
、

八や
た
が
い谷
恭き

ょ
う
す
け介
市
長
が
誕
生
し
ま
し
た
。

　
「
未
来
へ
つ
な
ぐ　

４
つ
の
施
策
」を
公
約

に
掲
げ
、庄
原
市
の
ト
ッ
プ
と
し
て
市
政
運

営
を
任
さ
れ
た
八
谷
市
長
は
、
４
月
17
日
、

市
役
所
へ
初
登
庁
し
、
市
民
の
皆
さ
ん
や
市

職
員
な
ど
約
２
０
０
人
の
拍
手
で
出
迎
え
ら

れ
ま
し
た
。

　

八
谷
市
長
は
「
多
く
の
皆
さ
ん
の
出
迎
え

に
、
大
変
、
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
、
重

責
を
ひ
し
ひ
し
と
感
じ
て
い
る
。
市
長
に
な

る
と
い
う
人
生
最
大
の
出
来
事
に
緊
張
と
不

安
は
大
き
い
が
、
こ
の
４
年
間
、
命
が
け
で

や
り
た
い
」
と
決
意
を
語
り
ま
し
た
。

　

登
庁
後
に
行
わ
れ
た
職
員
訓
示
で
は
「
こ

の
ま
ち
を
よ
く
す
る
た
め
に
は
、
職
員
の
皆

さ
ん
の
力
と
知
恵
、
そ
し
て
多
く
の
協
力
を

得
な
け
れ
ば
成
し
遂
げ
ら
れ
な
い
。
市
民
の

皆
さ
ん
が
喜
ぶ
ま
ち
を
共
に
つ
く
っ
て
い
き

ま
し
ょ
う
」
と
力
強
く
呼
び
か
け
ま
し
た
。

八
谷
市
長
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

昭
和
45
年
７
月
３
日
生
ま
れ
。
庄
原
格
致

高
校
を
卒
業
後
、
広
島
工
業
大
学
工
学
部
に

進
学
、
卒
業
後
、
株
式
会
社
ツ
チ
ヨ
シ
に
入

社
。
ス
イ
ス
・
イ
タ
リ
ア
で
ス
キ
ー
ガ
イ
ド

の
他
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
中
心
に
21
カ
国
を
訪

問
。
株
式
会
社a

あ

す

な

ろ

sunaro

工
房
代
表
取
締
役
、

備
北
森
林
組
合
代
表
理
事
組
合
長
な
ど
を
経

て
、
第
３
代
庄
原
市
長
就
任
。
趣
味
は
バ
イ

ク
ツ
ー
リ
ン
グ
。

※
６
月
号
で
は
、
八
谷
市
長
の
所
信
表
明
を

掲
載
し
ま
す
。

市
民
と
市
政
の
協
働
で

　
　
「
未
来
へ
つ
な
ぐ　

４
つ
の
施
策
」の
実
現

八
谷
恭
介
市
長　

誕
生

市民や職員に見送られて退庁する木山市長

　

合
併
後
の
第
２
代
市
長
と
し
て
３
期
12
年

の
任
期
を
終
え
た
木
山
耕
三
市
長
が
４
月
16

日
、
退
任
を
迎
え
ま
し
た
。

　

退
任
式
で
木
山
市
長
は
、「
こ
れ
か
ら
も

心
の
底
か
ら
『
庄
原
が
い
ち
ば
ん
え
え
よ
の

う
』
と
思
え
る
ま
ち
を
つ
く
っ
て
ほ
し
い
」

と
職
員
に
語
り
か
け
ま
し
た
。

　

退
任
式
終
了
後
は
、
市
役
所
本
庁
舎
１
階

市
民
ホ
ー
ル
に
集
ま
っ
た
多
く
の
市
民
の
皆

さ
ん
や
職
員
に
見
送
ら
れ
、
大
き
な
拍
手
の

中
、
市
役
所
を
後
に
し
ま
し
た
。

任
期
満
了
の

任
期
満
了
の

木
山
耕
三
市
長
が
退
任

木
山
耕
三
市
長
が
退
任
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